
第 6章まとめ

前章までで述べてきた両遺跡の調査成果について概観し、まとめとしたい O

松谷中峯遺跡については、 B区は全体的に果樹園造営のため、大規模に撹乱を受けていたが、古墳

時代中期の竪穴建物 2棟のほか、溝状遺構 2条、落とし穴と考えられるものを含め土坑21基、ピット

9基を検出した O また、造成時の客土中からも古墳時代中期の時期を中心とする土器のほか、砥石・

土錘などが出土していることから、造成によってその痕跡は失われてはいるが、 B区丘陵上には古墳

時代中期の集落が形成されていた可能性を考えた O また、時期の特定できなかった土坑に関しては、

落とし穴状土坑など、縄丈時代のものと考えられるものも認められたが、該期に相当するような遺物

の出土は認められなかった O

それに対し、 A区では、 B区とほぼ同様の地形であるにもかかわらず、人の利用した痕跡は確認で

きなかった O 近年鳥取県下では、道路敷設工事などの開発に伴い、大山町及び淀江町に所在する妻木

晩田遺跡(大山町教育委員会・淀江町教育委員会2000) や東伯町笠見第 3遺跡(鳥取県教育文化財

団2004) などの大集落をはじめとする、様々な性格の遺跡が、大山裾野から派生する丘陵上に確認

されているが、それとは別に、開発に伴う試掘調査の結果、人的関与の痕跡が認められず、遺跡とし

て調査されない正陵も多く存在する O

松谷中峰遺跡では、人が利用する土地、しない土地という状況を端的に示している様子が確認でき

たO 今後当時の土地利用のあり方を検討する上での良例となると考える O

別所中峯遺跡では、時期の特定できたものとして、弥生時代末から古墳時代前期にかけての遺構が

確認された O

この、弥生時代末~古墳時代初頭にかけての時期には竪穴建物 2棟のほか、貯蔵穴と考えられる土

坑 l基、底面に土器が並べられ、何らかの儀礼が執り行われたとみられる土坑 l基 (SK13)が確認

された O 竪穴建物については、当遺跡が尾根の先端部に立地することから、調査区外尾根の南側に集

落の中心が存在するという想定も可能である。しかし、調査区南側に行くに従って該期にあたる遺

構・遺物の分布が希薄になっていくこと、竪穴建物の構造が小型であったり、柱穴の確認できないも

のであったりと、特異なものである可能性があることから、これらは居住するためのものではなく、

儀礼跡と考えられるSK13に関連した特殊な施設であった可能性を指摘しておきたい。上記の時期よ

りやや降ると考えられる竪穴建物 l棟 (SI3)も他に該期の遺構がみられず、分布としては散在的な

ものであると考えられるので、同様な性格のものであると思われる O

時期の特定できなかった遺構としては、土坑11基、段状遺構 l基、 i'fli:状遺構 2条が検出された O こ

のうち土坑 l基は底面にピットをもっ、いわゆる落とし穴状遺構で、表土中より縄丈時代前期及び晩

期の土器が出土していることから、これらいずれかの時期の所産であると考えられる O

検出した土坑のうち 8基は、明瞭な被熱痕がみられる焼成土坑で、焼成部位の特般から、製炭土坑

であると判断した。当例のように土坑の焼成部位の特慣によってその性格が推定できる可能性がある

ことから、今後同様な遺構の潤査において、詳細な焼成部位の記録が望まれる O これらの内 2基の底

面に溜っていた炭について放射性炭素年代測定を行ったところ、どちらもほぼ 7世紀後半から 9世紀

初頭のなかに収まる可能性が高いという結果を得た(註 1) 0 おそらくこれらに付随する施設である

と考えられる SS1を含め、すべての製炭土坑がこの年代の中に収まるものであろう。隣接する東伯

町八橋第 8・9遺跡では、 7世紀後半代の竪穴建物跡 (SIl・ 4)や、南谷部包含層を中心に精錬鍛冶
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に関係すると考えられる鉄津が出土しており(註 2) (鳥取県教育文化財団2004)、当遺跡SIl埋士

上層より出土している椀状鍛冶浮とともに、この近辺で鍛冶関連施設の存在を伺わせる資料が揃いつ

つある O 今回確認された製炭士坑群は、この鍛冶関連施設で使用する炭を得るためのものであると考

えられる(註 3)。また、これら製炭士坑のうち 4基 (SK1 . 3・6・11)の焼土について、被熱温

度を調べるため理化学的分析を依頼したところ、どれも 200
0C以下の低い温度による持続的な被熱を

受けたものであるという結果を得た(註 4)。一般的に簡易な伏せ焼き法でもって製炭を行う場合、

窯内の温度は、焼成温度の低い黒炭を焼く場合でも最高700
0Cに達するそうである。今回検出したも

のもおそらく伏せ焼き法に近いものであると考えられるが、他に同様な資料に対する分析が為されて

いないため、現段階ではこの分析結果をどのように解釈すればよいのか判断できなかった O 今後製炭

士坑とは別の性格をもっ遺構であるという可能性も視野に入れつつ、同様の資料に対する類例の蓄積

や、当時の炭焼き法の復元・分析手法の妥当性など、様々な角度からの検討が必要であると考える。

方形に巡る溝 (SD2 )については、 SK13よりも新しい時期のものであると考えられることから、

製炭士坑に伴うものである可能性がある O しかし、現在までのところ、同タイプの製炭土坑に溝が巡

る例はなく、極めて短期間の操業であったと考えられる製炭士坑に、果たして溝で囲むというような

ことをしたのかどうかも疑問である、今後の類例の増加を待ちたい。

以上、松谷中峰遺跡・別所中峯遺跡とも、検出された遺構は少数ではあるが、何点か重要な成果が

得られた。これらについては特に論考を用意すべきであるが、時間的制約及び紙数の制限上果たすこ

とが出来なかった O また、遺構それ自体にも十分な検討・を加えることが出来ず、ひとえに調査担当者

の力量不足であると痛感している O 今後別の機会を持ってその責を果たしていきたい。

(鍋倉・大野・福井)

〈註釈}

1 )本書第 5章第 2節参照

2 )調査担当者である小口英一郎・北島大輔・原あづさ 3氏に御教授いただいた。

3 )穴j幸義功氏は伏せ焼き式木炭窯について、 5世紀末からみられる、カロリーは低いが燃焼性に優れた鍛

冶用の木炭を製炭したものとしている(穴津2003)0穴淳氏の説に従えば、別所中峯遺跡、の製炭土坑は鍛錬

鍛冶用の炭を焼いたもので、別所・八橋両遺跡で出土している椀状鍛冶淳が近辺で精錬されたものではなく、

鍛錬鍛冶を行うため鉄素材として外部から持ち込まれたものであるという想定も可能である。

4 )本書第 5章第1節参照

〈主要参考文献〉

穴津義功 2003 1古代製鉄に関する考古学的考察Jr近世たたら製鉄の歴史j丸善プラネット

木立雅朗 1997 1土師器焼成坑を定義するためにJr古代の土師器生産と焼成遺構i窯跡研究会編

大山町教育委員会他 2000 r妻木晩a遺跡発掘調査報告書 1~ IV j 

鳥取県教育文化財団 2004 r笠見第 3遺跡i

鳥取県教育文化財団 2004 r八橋第 8・9遺跡、j

淀江町教育委員会 2000 r妻木晩田遺跡 洞ノ原地区・晩田山古墳群 発掘調査報告書j
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炭化物 製炭土坑そのイ也 時期不明

溝状遺構
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